
美
し
く
、
暖
か
そ
う
だ
が
釜
は
流
れ
落
ち
る
水
飛
沫
で
、
風
が
ま

つ

て
い
て
、
寒
々
し
い
。

こ
こ
は
左
岸
か
ら
入

つ
て
き
て
い
る
ル
ン
ゼ

を
登
り
つ
め
る
が
、
上
部
で
岩
壁
に
行
く
手
を
阻
ま
れ
る
。

こ
の
岩

壁
の
基
部
を
右
方
向
に
巻
き
、
チ
ム
ニ
ー
か
ら
強
引
に
乗
越
す
が
、

体
が
や

つ
と
入
る
ほ
ど
狭
い
の
で
、
ザ

ツ
ク
を
去
し
て
登
る
。
チ
ム

ニ
ー
を
抜
け
る
と
上
部
は
、
伐
採
の
為
の
枝
に
悩
ま
さ
れ
、
喘
ぎ
な

が
ら
山
道
に
出
た
。

細
久
保
谷
左
俣
も
、
グ
ミ
の
滝
か
ら
上
部
は
、
平
凡
な
流
れ
に
な

る
の
で
、
湖
行
は
こ
こ
で
打
切
り
、　
一
杯
水
ま
で
、
山
道
を
登
る
が
、

足
が
冷
え
き

っ
て
い
る
の
で
、
非
常
に
辛

い
、
ジ
グ
ザ
グ
登
り
と
な

つ
た
。
旧
細
久
保
林
道
を
ま
た
ぎ
、
古
い
道
標
に
従

つ
て
、　
一
杯
水

と
仙
元
峠
の
間
に
出
る
。　
一
杯
水
の
水
場
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
ポ
リ

パ
ケ
ツ
に
よ

つ
て
補
修
さ
れ
て
い
る
の
に
驚
い
て
い
た
ら
、

ヨ
コ
ス

ズ
尾
根
分
岐
に

一
杯
水
避
難
小
屋
が
建

つ
て
い
た
の
に
は
、
も

つ
と

驚
い
た
。
　
一
〇
月
五
日
０
に
利
用
し
た
人
が

一
番
最
初
だ

つ
た

（
小

屋
の
ノ
ー
ト
か
ら
）
。
な
か
な
か
た
の
も
し
い
小
屋
で
、
薪
も
沢
山

用
意
さ
れ
て
い
る
。
酉
谷
小
屋
が
使
え
な
く
な

つ
た
代
り
の
、
避
難

小
屋
だ
そ
う
だ

（
小
屋
の
ノ
ー
ト
か
ら
）
。
青

い
空
と
、
小
屋
の
赤

い
屋
根
が
印
象
的
だ

つ
た
。
下
山
は
小
屋
の
裏
手
か
ら
、
三
ツ
ド

ツ

ケ
に
登
り
、
シ
ヤ
ク
ナ
ゲ
尾
根
を
下
降
す
る
。
細
々
と
し
た
踏
跡
が

あ
り
、

こ
れ
を
辿
る
が
、
途
中
、
イ
ノ
シ
シ
の
ヌ
タ
場
を
見
る
。
残

念
な
こ
と
に
、
何
も
ハ
プ

ニ
ン
グ
は
起
こ
ら
な
か

つ
た
。
犬
麦
谷
に

入
漢
し
た
時
は
大
栗
尾
根
を
下
降
し
た
が
ま
だ
自
然
林
が
多
か

つ
た

為
か
、
歩
き
や
す
か

つ
た
。
し
か
し
シ
ヤ
ク
ナ
ゲ
尾
根
は

一
度
伐
採

が
入

つ
て
い
る
の
で
、
五
月
合
宿
の
和
名
倉
よ
り
歩
き
に
く
く
、
も

し
幽
か
な
踏
跡
が
な
か

つ
た
ら
、
悪
戦
苦
闘
し
た
だ
ろ
う
。
天
目
山

林
道
に
降
り
て
か
ら
は
、
林
道
を
利
用
し
て
車
デ
ポ
地
ま
で
下
る
が
、

谷
が
複
雑
な
の
で
、
進
か
彼
方
に
、

こ
れ
か
ら
歩
く
林
道
が
見
え
て
、

い
や
に
な

つ
た
。
細
久
保
谷
左
俣
は
全
般
的
に
、
悪
場
も
な
く
、
の

ど
か
な
感
じ
の
谷
で
あ

つ
た
が
、
前
日
ま
で
の
雨
模
様
の
天
候
が
嘘

の
よ
う
に
晴
れ
て
、
ラ
ツ
キ
ー
な

一
日
で
あ

つ
た
。
（
小
沢
盛
男
）

タ
イ
ム
　
左
俣
橋
８

・
５０
２
５５
１
沢
に
降
り
る

（倒
木
三
Ｍ
の
滝
）

９

・
０８
１
Ｈ
Ｉ
壁
状
四
〇
米
の
滝
下
９

・
５９
１
奥
の
二
俣
１０

。
３６
１

グ
ミ
の
滝
１０

・
５５
１
Ｈ

・
２３
１
ワ
ラ
ジ
を
ぬ
ぐ

（
ワ
サ
ビ
田
下
）
Ｈ

・
４７
１
１２

・
００
１
水
源
林
道
１２

・
４５
１
１３

・
００
１

一
杯
水
避
難
小
屋

１３

・
１５
１
２５
１
三
ツ
ド

ツ
ケ
ー３

。
４０
１
林
道
１４

・
３９
２
５９
１
左
俣
橋

戻
り
・６

・
０９苗

場
山

（
鬼
怒
沼
変
更
）

期
　
日
　

一
一
月
二
日
０
１
三
日
一例

参
加
者
　
野
村
ＣＬ
　
藤
井
ＳＬ
　
石
山
　
小
沢
　
以
上
四
名

報
　
告

☆

一
一
月
二
日
０
　
霧

一
時
晴

（
祓
川
―
苗
場
山
）

祓
川
か
ら
ゆ
る
く
カ
ー
プ
し
て
い
る
砂
利
道
を
ゆ

つ
く
り
と
歩
き

だ
し
た
。
空
は
ど
ん
よ
り
と
曇
り
、
秋
の
色
鮮
や
か
な
紅
葉
を
楽
し

み
に
来
た
の
が
、
す

つ
か
り
冬
の
装
の
山
を
見
て
、
大
い
に
残
念
が

つ
て
は
み
た
が
、
雪
山
に
登
れ
る
嬉
し
さ
の
方
も
ひ
と
し
お
で
あ

っ

た
の
だ
。

頭
上

に
リ
フ
ト
、
左
手

に
和

田
小
屋
を
見
な
が
ら
、
下
の
芝
、
中

の
芝

へ
の
ダ

ラ
ダ

ラ
と
続
く
緩
や
か
な
細

い
雪
道
の
登
り
に
疲
れ
、

2016

し
ば
し
の
休
息
に
見
上
げ
た
空
は
、
雲
も
去
り
日
差
し
が
柔
ら
か
に

雪
を
照
ら
し
出
す
。
さ
ら
に
登
り
つ
め
る
と
上
の
芝
の
広
々
と
し
た

雪
原
に
出
た
。
巻
機
山
、
谷
川
岳
方
面
の
、
雪
を
い
た
だ
い
た
急
峻

な
姿
が
壮
観
だ
。

神
楽
峰
を
ま
き
、
雷
清
水
で
水
を
補
給
し
、　
一
気
に
鞍
部
ま
で
下

る
と
、
最
初
で
最
後
の
急
登
を
、
息
絶
え
だ
え
に
登
り
き
る
と
、
二
、

一
四
五

ｍ
の
高
さ
に
あ
る
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
広
大
な
頂
上
に
着
い

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
山
　
民
子
）

タ
イ
ム
　
祓
川
６

。
２０
１
和
田
小
屋
７

・
３５
１
上
の
芝
９

・
３０
？

５５
１
雷
清
水
１０

・
３５
２
４５
１
頂
上
Ｈ

・
４０

☆

一
一
月
三
日
一例
　
雪

　

（
苗
場
山
―
元
橋
）

朝
起
き
る
と
二
〇
セ
ン
チ
程
の
積
雪
が
あ
り
、
折
角
前
日
技
し
て

お
い
た
赤
湯

へ
の
ル
ー
ト
が
不
明
瞭
に
な

つ
て
し
ま

つ
た
。
勘
に
頼

り
な
が
ら
ト
レ
ー
ル
の
な
い
処
女
雪
を
踏
み
じ
め
て
行
く
と
、
昌
次

新
道
の
指
導
標
を
見

つ
け
る
事
が
で
き
た
。
湿
原
保
護
の
た
め
木
道

Ｌ
な

つ
て
い
る
夏
道
を
ピ

ツ
ケ
ル
と
勘
で
技
し
な
が
ら
赤
湯
を
目
指

り
。
雪
に
理
も
れ
た
木
道
を
踏
み
出
す
と
膝
上
ま
で
潜

つ
て
し
ま

つ

地
Ｍ
の
山［
暢

‐――‐
‐‐り
の
場
所
を
下
る
Ｌ
明
瞭
な
尾
根
道
と
な
り
、
ラ

〕
―
川
イ‐
■
し

‘／′
／サ‐
が
ら
―
る
．
赤
湯
が
五
く
な
る
Ｌ
積
■
■
叫
は
め

，
ハ
‐‐
”

‐
て
、
雪

‘ノ，
―
」
‐～―‐‐
、

‘、
れ
た
本
の
根

‐ヽ
イ‐
の
ノ
、‐
め
＝
バ

ッ

′

‘

‐

―

― ‐

‐

‐

――

１

１
沢

―
陶

＝

‐
Ｌ

１

１
‐
――‐Ｉ

出

‘―，
‘　
′‐―
出

―Ｉ
Ｈ

‐
‘
‐―，―

山
ハ

イ‐
て′，

．
‐

，

，
―

ド

ー

ーー
ーー
、

‐
‘
方

■
―

で
い
ム

」
、‐

―

ム

Ｌ
Ｉ

、

‐「

――
山

か
ら
派
生
し
て
い
る
小
尾
根
を
越
え
る
の
に

一
汗
か
か
さ
れ
た
。

赤
湯
は
清
津
川
の
漢
谷
の
中
に
静
か
な
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
て
い

る
。
小
屋
の
お
じ
さ
ん
も
気
さ
く
な
感
じ
の
人
で
あ
る
。
露
天
風
呂

に
入
湯
し
て
か
ら
下
山
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、

こ
れ
か
ら
の
ア
ル
バ

イ
ト
を
考
え
る
と
そ
ん
な
さ
さ
や
か
な
夢
も
ど
こ
か
に
飛
ん
で
し
ま

う
。鷹

ノ
巣
峠
は
釣
橋
を
渡

つ
た
ジ
グ
ザ
グ
の
急
登
か
ら
始
ま
る
。
長

い
登
り
だ
が
雪
化
粧
し
た
景
色
が
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。

峠
を
下
り
、
浅
貝
へ
の
林
道
へ
出
る
。
普
通
な
ら
林
道
を
下
り
人

里
に
出
れ
ば
山
行
は
終
る
。
し
か
し
苗
場
山
の
場
合
は
、
な
ん
と
林

道
を
登

っ
て
行
く
の
で
あ
る
。

車
道
を
か
れ
こ
れ
登
り
、
小
さ
な
指
導
標
に
導
か
れ
て
沢
に
降
り
、

小
尾
根
を
越
え
、
ま
た
林
道
へ
下
り
、
浅
貝
川
を
渡
る
。

こ
ん
ど
こ

そ
最
後
、
国
道
１７
号
線

・
元
橋
を
目
指
し
て
ジ
グ
ザ
グ
に
登
る
。

赤
湯
か
ら
数
え
る
と
、
尾
根
越
え
を
三
回
、
林
道
を
二
回
、
歩
か

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
以
前
も
感
じ
た
の
だ
が
、
苗
場
山
は
祓
川
か

ら
登
る
と
身
近
に
感
ず
る
が
、
下
山
し
て
し
み
じ
み
考
え
る
と
、
や

は
り
遠
い
山
な
の
だ
と
思

つ
た
。
　

　

　

　

　

（
小
沢
　
盛
男
）

タ
イ
ム
　
苗
場
山
頂
７

・
００
１
下
山
路
入
口
７

・
５５
２
８

・
０５
１

サ
ゴ
イ
沢
９

・
５５
１
ｌｏ

・
ｏ５
１
赤
湯

１０

・
３０
１
４５
１
林
道
１２

・
０５
１

１０
１
元
橋
１４

・
２０

◎
　
発
達
し
た
低
気
圧
が
去

っ
た
後
、
三
日
は
移
動
高
が
日
本
を
覆

つ
た
。
十

一
月
始
め
な
の
で
晴
天
に
な
る
事
を
期
待
し
て
ｌＨ
ｌｉ
に
幕

営
し
た
が
、
冬
型
と
な
り
、
夜
は
寒
か

つ
た
が
最
上
の
粉
雪
を
楽
し

む
事
が
で
き
た
。
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